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ア
・
Ｃ
・
ベ
ス
タ
ー
、
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
ー
、
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
フ
ァ

ー
の
監
修
の
も
と
に
、「
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
野
心
的
な
企
画
は
、
２

０
０
５
年
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
「
憲
法
改
正
論
議
に
関
す
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
日
本
の
憲
法
改
正
に
関
連
す
る
約
80
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
：w

w
w

.fas.harvard.edu/~rijs/crrp/

index.htm
l

）
の
経
験
に
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
大
規
模
だ
が

同
様
の
手
法
で
、
２
０
１
１
年
３
月
の
立
ち
上
げ
か
ら
本
稿
執
筆
の
時
点

ま
で
に
、
１
万
１
千
を
超
す
３
・
11
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
数
千

の
文
書
、
数
十
万
の
ツ
イ
ー
ト
、
写
真
、
動
画
な
ど
の
デ
ー
タ
を
検
索
可

能
に
し
、
タ
グ
を
つ
け
た
。
分
類
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
未
来
の
ユ
ー
ザ
ー
の

た
め
に
、
提
携
組
織
の
手
で
サ
ー
バ
ー
上
に
保
管
さ
れ
た
。
こ
の
保
全
作

業
は
デ
ジ
タ
ル
資
料
で
は
と
り
わ
け
重
要
だ
。
紙
資
料
と
ち
が
っ
て
、
デ

ジ
タ
ル
資
料
は
永
続
性
に
欠
け
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
、
ブ
ロ

グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
の
記
録
は
、
情
報
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
変
更
、
サ
イ
ト
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
り
、
最
初
の
公

開
の
あ
と
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

が
な
い
と
、
た
と
え
ば
気
仙
沼
の
津
波
に
対
す
る
災
害
発
生
時
の
オ
ン
ラ

イ
ン
の
反
応
を
、
時
間
が
た
っ
て
か
ら
調
べ
よ
う
と
す
る
研
究
者
は
、
有

効
な
情
報
の
あ
る
サ
イ
ト
を
な
か
な
か
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現

に
、
私
た
ち
が
ア
ー
カ
イ
ブ
し
た
サ
イ
ト
の
多
く
が
当
初
の
場
所
に
存
在

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
の
こ
の
企

画
は
、
ふ
つ
う
な
ら
一
過
性
の
断
片
と
し
て
消
え
て
い
く
３
・
11
へ
の
オ

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
仮
想
世
界
で
い
よ
い
よ
多
様
化
し
、
集
約
さ

れ
て
い
く
世
界
だ
。
今
日
の
世
界
に
起
き
る
歴
史
的
事
件
の
記
録
は
、
そ

の
多
く
が
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
デ
ジ
タ
ル
」
で
、
印
刷
媒
体
も
多
く
は

（
遅
か
れ
早
か
れ
）
デ
ジ
タ
ル
で
手
に
入
る
。
災
害
に
か
ぎ
ら
ず
、
政
治

変
動
な
ど
世
界
の
大
事
件
を
理
解
し
、
生
存
者
、
学
者
、
政
治
家
、
一
般

人
の
た
め
に
そ
の
記
録
と
記
憶
を
残
す
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
デ
ジ
タ

ル
情
報
を
保
全
し
、
創
造
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
３
・
11
の
三
重
の
災
害
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
、
全
世
界
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
、
ブ
ロ
グ
、
討
論
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
音
声
記
録
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
救
援
組
織
間
の
連
絡
、
写
真
、
動
画
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
、
災
害

関
連
の
政
府
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
資
料
が
あ
ふ
れ
か

え
っ
た
。
２
０
１
１
年
９
月
と
２
０
１
２
年
３
月
の
半
年
と
１
年
の
節
目

に
は
、
あ
の
と
き
の
衝
撃
を
ふ
り
か
え
っ
て
ネ
ッ
ト
上
の
活
動
が
ふ
た
た

び
も
り
あ
が
っ
た
。
こ
れ
が
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
地
震
や
１
９
９
９
年

の
東
海
村
原
子
力
事
故
な
ど
、
日
本
の
近
過
去
の
災
害
と
ま
っ
た
く
ち
が

う
点
だ
。
３
・
11
で
は
ネ
ッ
ト
上
の
や
り
と
り
か
ら
瞬
時
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
の
公
式
発
表
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

痛
烈
な
評
論
が
可
能
に
な
っ
た
。
３
・
11
と
取
り
組
も
う
と
す
る
研
究
者

は
、
今
や
紙
媒
体
よ
り
も
は
る
か
に
速
く
、
非
線
形
的
、
社
会
的
に
広
が

る
知
識
普
及
の
あ
り
方
と
つ
き
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
記
録
を
で
き
る
だ
け
多
く
保
全
、
整
理
し
、
学
者
や
ネ
ッ
ト
上
の

広
範
な
ユ
ー
ザ
ー
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ

ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
は
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
（
所
長
）、
シ
オ
ド

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
、
同
時
発
生
し
た

津
波
と
原
子
力
災
害
と
と
も
に
、
そ
の
人
的
被
害
、
破
壊
的
な
規
模
、
連

動
す
る
複
雑
さ
で
、
日
本
と
世
界
を
揺
る
が
し
た
。「
３
・
11
」
は
た
や

す
く
分
類
で
き
な
い
複
合
災
害
だ
っ
た
。
地
勢
の
物
理
的
な
力
と
人
間
の

愚
か
さ
の
双
方
か
ら
生
ま
れ
、
活
断
層
や
逆
巻
く
海
水
な
ど
の
自
然
要
素

と
、
核
の
「
安
全
神
話
」
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
波
堤
へ
の
信
頼
が
招
い

た
悲
劇
的
誤
算
と
が
混
ざ
り
あ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
１
年
以
上

が
た
ち
、
被
災
者
、
災
害
労
働
者
、
企
業
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

学
者
た
ち
は
今
な
お
こ
の
出
来
事
と
格
闘
し
て
い
る
。
東
北
被
災
地
の

人
々
は
い
ま
、
長
引
く
復
興
作
業
と
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
復
興
を
進
め
る
か
に
つ
い
て
意
見
は
割
れ
、
地
域
の
将
来
を
め
ぐ

っ
て
苦
悶
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
国
内
外
の
識
者
ら
は
福
島
第
一
原
発
の

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
う
け
て
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
健
全
で
経
済
的
な
実

現
可
能
性
を
議
論
し
て
い
る
。
結
果
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
に
は
何
年

も
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
３
・
11
は
私
た
ち
に
日
本
の
戦
後
開
発
の
歴
史
、

と
り
わ
け
そ
の
地
方
レ
ベ
ル
で
の
、
生
態
学
的
な
遺
産
の
見
な
お
し
を
迫

る
。
そ
れ
は
ま
た
、
自
然
の
力
を
制
御
す
る
の
に
、
人
間
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
頼
り
す
ぎ
る
危
険
へ
の
警
鐘
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
途
方
も
な
い
規
模
と
複
雑
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
３
・
11
は
デ

ジ
タ
ル
新
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
最
前
線
に
い
る
国
を
襲
っ
た
自

然
・
人
的
災
害
と
い
う
点
で
前
例
を
見
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
新
時
代
と
は
、

情
報
量
が
膨
大
な
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
相
互
作
用
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所

エ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ン
モ
ア

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン

〔
朝
倉
和
子
訳
〕

２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
w
w
w
.jdarchive.org
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ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
に
ア
ク
セ
ス
し
て
そ
れ
を
使
い
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
説
明

な
ど
新
し
い
情
報
を
加
え
て
い
く
に
つ
れ
、
そ
の
投
稿
は
ア
ー
カ
イ
ブ
の

一
部
に
な
り
、
他
の
ユ
ー
ザ
ー
は
そ
の
資
料
に
い
っ
そ
う
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
な
り
、
理
解
が
深
ま
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
は
、
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
＝
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
何
と
関
連
し
て
い
る

か
を
「
学
習
」
し
、
そ
の
知
識
を
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
検
索
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
構
築
に
組
み
こ
ん
で
い
く
。

　
こ
う
し
て
画
像
か
ら
、
情
報
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま

で
、
一
見
ば
ら
ば
ら
な
形
式
の
媒
体
を
つ
な
い
で
い
く
と
、
ユ
ー
ザ
ー
＝

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
自
分
の
選
ん
だ
ア
イ
テ
ム
の
な
か
に
偶
然
の
リ
ン
ク
が

で
き
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
３
・
11
の
記
憶
や
理
解
を
新
し
い
、
思
い
が

け
な
い
方
法
で
見
な
お
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
す
れ
ば
、「
大
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
機
能
は
、
全
世
界

の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、
３
・
11
に
関
す
る
知
識
の
外
延
を
広
げ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
な
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
上
の
記
憶
、
評
論
、
洗
練
さ
れ
た
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
共
有
す
る
場
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
権
限
委
託
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
は
、
東
北
被
災
地
の
日
常
経
験
と
密

着
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
拠
点
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
重
く
う
け
と

め
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
広
範
な
３
・
11
の
記
録
を
提
供
す
る
課
題
に
直

面
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
者
の
ほ
ん
の
一
部
で
し

か
な
い
。
２
０
１
１
年
３
月
の
ア
ー
カ
イ
ブ
発
足
以
来
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

ブ
」
発
足
後
ま
も
な
く
、
Ｃ
Ｇ
Ａ
は
３
・
11
に
関
す
る
豊
富
な
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｇ
Ａ
の 

W
orldM

ap 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（http://w

orldm
ap.harvard.edu/

japanm
ap

）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
の
地
図
レ
イ
ヤ

ー
は
、
東
北
を
災
害
が
襲
っ
た
あ
と
最
初
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
機
能
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
後
も
独
自
に
す
ば
ら
し
い
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
だ
が
、
β
版
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
公
開
予
定
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
も
、
災
害
が
自
然
環
境
や
建
造
物
に
お
よ
ぼ
し
た
影

響
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
き
、
地
図
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
関
連
地
理
情
報
を

照
合
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
記
録
に
位
置
情
報
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
β
版
公
開
の
た
め
に m

etaLA
B

 

が
開
発
中
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
機
能
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
で
集
め
た
ア
イ
テ
ム
を
編
集
、

文
脈
化
、
位
置
情
報
化
で
き
る
よ
う
に
し
、
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
タ

グ
を
つ
け
て
検
索
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ン

ク
で
ア
ク
セ
ス
し
た
元
の
ア
ー
カ
イ
ブ
記
録
を
変
更
せ
ず
に
、
あ
る
い
は

コ
ピ
ー
す
ら
せ
ず
に
、
こ
の
情
報
を
自
分
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
の
処
理
、
位
置
情
報
化
、
整
理
、

タ
グ
づ
け
、
編
集
が
終
わ
っ
た
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
は
自
分
の
資
料
を
ア
ー
カ

イ
ブ
に
投
稿
す
る
ほ
か
、
自
分
の
選
ん
だ
ア
イ
テ
ム
か
ら
引
き
出
し
た
意

味
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
説
明
を
作
成
す
る
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
点
で
ユ
ー
ザ
ー
は
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
か
ど
う
か
決

め
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

つ
も
り
だ
。
も
っ
と
完
全
な
「
β
」
版
は
２
０
１
２
年
７
月
の
公
開
を
予

定
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
開
発
の
た
め
に
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ふ
た
つ
の
機
関
と
提
携
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

m
etaLA

B

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
科
大
学
院
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
む
「
バ
ー
ク
マ
ン
・
セ
ン
タ
ー
・
フ

ォ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」（B

erkm
an C

enter 

for Internet and Society

）
を
拠
点
と
し
た
実
験
的
な
研
究
・
設
計
セ
ン

タ
ー
で
、
発
足
し
た
の
が
３
・
11
、
つ
ま
り
「
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が

立
ち
上
が
る
直
前
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
最
初
の
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
さ
っ
そ
く
私
た
ち
の
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
の
設
計
に
同
意
し
て
く
れ
た
。m

etaLA
B

 

が
開
発
し
た
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム Zeega 

は
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
と
り
わ
け
知
ら
れ
て
お
り
、

栄
え
あ
る
２
０
１
１
年
「
ナ
イ
ト
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
受

賞
し
た
。
い
ま Zeega 

は
「
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
土
台
と
し
て
、

整
理
・
操
作
の
可
能
な
分
散
型
ア
ー
カ
イ
ブ
の
創
出
を
進
め
て
い
る
。
こ

の Zeega 

上
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
外
部
の
コ
ン
テ
ン
ツ
パ
ー
ト
ナ

ー
多
数
と
リ
ン
ク
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が
遠
く
離
れ
た
複
数
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に

拡
散
し
て
い
る
記
録
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
協
力
機
関
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
「
地
理
学
分
析
セ
ン

タ
ー
」（
Ｃ
Ｇ
Ａ
）
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
時
間
的
、
空
間

的
に
ま
と
め
て
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。「
大
震
災
ア
ー
カ
イ

ン
ラ
イ
ン
世
界
の
反
応
を
、
永
続
性
の
あ
る
記
録
と
し
て
と
ど
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

「
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
記
録
の
集
積
所
で
あ
る
ほ
か
、
行
動
的
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
、
拡
大
し
つ
づ
け
る
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
た
い
と
思

う
。
こ
の
企
画
も
、
類
似
の
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
企
画
も
、

ほ
ん
ら
い
社
会
的
な
営
為
で
あ
り
、
公
共
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ブ
ロ
グ
、

討
論
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
大
量
の
記
録
を
ア
ー
カ

イ
ブ
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
世
界
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ユ
ー
ザ
ー
が
閲

読
、
整
理
・
操
作
し
、
注
釈
を
加
え
ら
れ
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
従
来
の
紙
媒
体
よ
り
も
分
散
型
、

「
ク
ラ
ウ
ド
・
ソ
ー
シ
ン
グ
」〔
不
特
定
多
数
へ
の
解
決
委
託
〕
型
で
、
日
本
と

世
界
の
個
人
ユ
ー
ザ
ー
や
提
携
組
織
と
の
相
互
交
流
と
協
力
の
上
に
な
り

た
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
だ
。
そ
の
目
玉
と
な
る
革
新
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
使
っ
た
個
別
の
集
積
情
報
を
整
理
・
操
作
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
投
稿
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
堅

固
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
の
「
α
」
版
は
２
０
１
１
年
３
月
に
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
α
版
は
現
在
、

jdarchive.org 

に
登
録
で
き
る
ユ
ー
ザ
ー
に
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
準

備
段
階
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
試
し
て
み
た
い
方
は
誰
で
も
、
ユ
ー
ザ

ー
ネ
ー
ム
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
。

α
版
ユ
ー
ザ
ー
は
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
地
図
上
で

検
索
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
こ
れ
は
日
本
語
と
英
語
で
運
営

し
て
い
る
が
、
後
続
の
版
で
は
中
国
語
と
韓
国
語
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
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ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
資
料
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
る
方
は
、w

w
w

.jdarchive.org

に
ア
ク
セ
ス
な
さ
る
か
、

subm
it@

jdarchive.org

に
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 
C

opyright @
 E

ric D
inm

ore/A
ndrew

 G
ordon

　

＊
　
こ
の
記
事
は
み
す
ず
書
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
sz.co.jp/book/

m
agazine/201206.htm

l

で
も
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

dcrc.tohoku.ac.jp/archive

）
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
災
害
の
デ
ジ

タ
ル
記
録
と
記
憶
、
そ
の
後
の
復
興
努
力
を
収
集
、
保
存
、
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
10
年
企
画
で
あ
る
。
日
本
最
大
の
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、

Yahoo! Japan

は
３
・
11
当
日
と
そ
の
前
後
の
写
真
記
録
の
収
集
、
公
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
管
理
し
て
い
る
（archive.shinsai.yahoo.co.jp

）。

現
在
、
私
た
ち
の
α
版
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
か
ら
、
こ
の
か
な
り
重
い
ア

ー
カ
イ
ブ
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
そ
の
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
被
災
地
の
地
元
組
織
で

あ
る
。「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」
は
仙
台
地
区
の
震
災
当
日
と
そ

の
後
に
焦
点
を
絞
っ
た
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
３
が
つ
11
に

ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
」（recorder311.sm

t.jp

）
を
管
理

し
、
映
像
と
音
声
で
日
々
の
生
活
を
記
録
す
る
自
主
努
力
の
先
頭
に
立
っ

て
い
る
。saveM

LA
K

（savem
lak.jp/w

iki/saveM
LA

K

）
は
東
北
被

災
地
の
博
物
館
・
美
術
館
、
図
書
館
、
公
民
館
の
所
蔵
物
を
救
い
、
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
発
信
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
同
じ
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
「
３
１
１
ま

る
ご
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」（311archives.jp

）
は
被
災
地
の
過
去
、
現
在
、

未
来
を
た
ど
る
総
合
的
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
っ
て
き
た
。

こ
の
サ
イ
ト
は
集
め
た
膨
大
な
量
の
情
報
の
整
理
・
分
類
を
進
め
、
徐
々

に
そ
れ
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

歴
史
保
全
の
技
術
が
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
入
っ
て
い
く
と
き
、
世
界
の
ア
ー

カ
イ
ブ
組
織
が
協
力
し
あ
い
、
従
来
の
情
報
専
有
モ
デ
ル
を
脱
す
る
こ
と

が
、
ど
れ
ほ
ど
重
要
か
を
強
調
し
て
や
ま
な
い
。

で
制
作
し
よ
う
と
、
現
地
の
人
々
と
と
も
に
活
発
に
活
動
し
て
き
た
。

m
etaL

A
B

の
ユ
ー
ザ
ー
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
開
発
に
よ
っ
て
、
こ
う

し
た
提
携
組
織
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ン
ク
の
構
築
が
進
み
、
ユ
ー
ザ
ー

＝
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
提
携
組
織
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
を
損
な
う
こ

と
な
し
に
、
そ
の
記
録
を
検
索
し
、
情
報
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
２
０
１
２
年
３
月
公
開
の
α
版
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
は
、
現
在
い
く
つ
か
の
提
携
組
織
の
保
有
す
る
情
報
を
検
索
で

き
、
将
来
は
さ
ら
に
提
携
先
を
増
や
せ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
提
携
先
は
規
模
も
調
査
対
象
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
構
築
に
た
ず
さ
わ
る
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
い
ま
最
も
重
要
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、「
大
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
構
築
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
組
織
だ
っ
た
。
こ
こ
が

保
管
、
提
供
す
る
数
千
の
記
録
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
が
加
え
た
「
メ
タ
デ
ー
タ
」
情
報
で
検
索
で
き
る

（jdarchive.org/seeds

）。
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
国
立
国
会
図

書
館
、
東
北
大
学
、Yahoo! Japan 

な
ど
が
あ
る
。
国
会
図
書
館
は
２
０

１
０
年
４
月
か
ら
、
被
災
地
を
含
め
、
政
府
・
地
方
自
治
体
の
す
べ
て
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
収
集
し
て
お
り
、
現
在
３
・
11
対
応
の
サ
イ
ト
（w

arp.

ndl.go.jp/W
A

R
P_disaster.htm

l

）
を
運
営
し
て
い
る
。
筆
者
の
一
人
、

ゴ
ー
ド
ン
は
２
０
１
２
年
３
月
に
国
会
図
書
館
で
、
３
・
11
の
記
録
の
ア

ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
会
議
で
基
調
講
演
を
お
こ
な
っ
た
（
２
０
１
２
年
７
月

に
再
訪
を
予
定
し
て
い
る
）。
東
北
大
学
防
災
科
学
研
究
拠
点
〔
現
在
は
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
〕
は
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」（http://w

w
w

.

研
究
所
は
記
録
保
全
の
た
め
に
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
推
薦
し
て
く
れ
る
よ
う
、
全
世
界
の
ネ
ッ
ト
・
ユ
ー
ザ
ー

に
要
請
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
「
シ
ー
ズ
」〔
ユ
ー
ザ
ー
触
発
の
た
め
の
「
種

子
」〕
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
投
稿
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ム
を
こ
の
四
カ

国
語
で
用
意
し
（http://jdarchive.org/contribute

）、
そ
こ
を
通
じ

て
投
稿
さ
れ
た
数
千
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
た
。
ア
ー
カ

イ
ブ
に
は
個
人
の
証
言
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
そ
こ
に
付
設
さ
れ
た
投
稿
ペ
ー

ジ
で
他
の
ユ
ー
ザ
ー
に
も
参
加
を
う
な
が
し
、
各
自
の
物
語
や
経
験
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（http://jdarchive.org/featured

）。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
支
援
の
た
め
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
は
日
本
語
と
英
語
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
（http://tw

itter.com
/#

!/jdarchive

）
と
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
（w

w
w

.facebook.com
/pages/D

igital-A
rchive-of-Japans-

2011-D
isasters/143040332434759

）
で
も
発
信
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
記
録
の
範
囲
を

広
げ
る
ほ
か
、
機
関
の
参
加
を
促
す
た
め
に
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
は

重
要
な
提
携
先
も
増
や
し
て
い
っ
た
。「
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
発
足

し
て
ま
も
な
く
、
私
た
ち
は
日
本
と
世
界
で
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
３
・
11

の
デ
ジ
タ
ル
記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
協
力
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
と
り
わ
け
日
本
拠
点
の
グ
ル
ー
プ
は

ハ
ー
バ
ー
ド
拠
点
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
は
る
か
に
被
災
現
場
に
近
い
。
彼
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
、
３
・
11
を
評
価

し
、
災
害
に
立
ち
向
か
い
、
再
建
と
と
り
く
み
、
写
真
か
ら
ビ
デ
オ
や
聞

き
取
り
録
音
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

［
好
評
既
刊
］

被
災
地
を
歩
き
な
が
ら
考
え
た
こ
と

五
十
嵐
太
郎
　
は
た
し
て
工
学
で
街
は
救
え
た
の
か
。
復
興
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
。
建
築
家
は
ど
う
介
在
す
べ
き
な
の
か
。
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
半
年

間
の
推
移
と
展
望
を
綴
っ
た
渾
身
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。 

二
五
二
〇
円
（
税
込
）
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